
の
河
川
や
湖
な
ど
身
近
な
話
題
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す

。

り
上
げ
ま
す

。
訪
れ
る
学
校
に
合
わ
せ
て

、
そ
の
地
区

校
の
う
ち

、
龍
ケ
崎
市
立
馴
柴
小
学
校
で
の
様
子
を
取

い
ま
す

。
今
回
は
河
川
の
テ
ー

マ
で
授
業
を
行

っ
た
学

教
え
る
も
の
で

、
小
学
校
の
授
業
の
一
環
で
行
わ
れ
て

員
が
小
学
校
を
訪
問
し

、
土
木
の
仕
事
を
分
か
り
易
く

　
ま
た

、

「
出
前
講
座

」
は
茨
城
県
土
木
部
の
若
手
職

に
よ
る
被
害
も
受
け
た
箇
所
で
す

。

塚
地
区
海
岸
で
す

。
い
ず
れ
も
地
震
動
の
ほ
か

、
津
波

れ
る
瀬
上
川
と

、
鹿
嶋
市
の
大
小
志
崎
地
区
海
岸
・
青

き
て
お
り
ま
す

。
今
回
紹
介
す
る
現
場
は
日
立
市
を
流

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
復
旧
は
概
ね
完
了
し
て

子
を
紹
介
し
ま
す

。

に
河
川
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
た

「
出
前
講
座

」
の
様

箇
所
の
紹
介
と

、
先
日
小
学
校
に
出
張
し
て
子
供
た
ち

　
今
号
で
は

、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
災
害
復
旧
完
了

(

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日
号

)

　
 
河
川
か
わ
ら
版

し
た

。

は

、
十
月
に
復
旧
が
完
了
し
ま

上
流
側
の
百
七
十
ｍ
に
つ
い
て

進
め

、
国
道
二
百
四
十
五
号
の

し
ま
い
ま
し
た

。
復
旧
工
事
を

道
路
の
沈
下
・
損
傷
が
生
じ
て

護
岸
の
変
形
や
損
傷

、
管
理
用

津
波
の
河
川
遡
上
に
よ
り

、

強
い
振
動
や
液
状
化
の
ほ
か

、

　
瀬
上
川
で
は

、
地
震
に
よ
る

　
　
　
　
　
◎
瀬
上
川
の
護
岸
復
旧

（
日
立
市
み
な
と
町

）

　
　
　
　
　
　

【
復
旧
完
了
箇
所

】

vol.9 

地震による強い振動と液状化によ
り本矢板の上部が川の中心側に変
形してしまい、張ブロック護岸も川
の中心側にずれてしまいました。ま
た、その後の津波の遡上により、張
ブロック護岸も一部で崩壊するなど
の被害を受けてしまいました。復旧
では、矢板を打ち直し、護岸の張ブ
ロックも設置し直しました。 

位置図 

復旧断面図 

    被災時 

    復旧時 本矢板 

張ﾌﾞﾛｯｸ護岸 

控え矢板 控え矢板 

管理用道路 

管理用道路の 
沈下・損傷 

被災箇所 
 (河川) 瀬上川    
 L= 170m 日立南太田ＩＣ 

瀬上川  

大小志崎地区海岸 
青塚地区海岸  

被災状況写真 

張ブロック護岸の 
変形、損傷 

完成写真 



て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す

。

り
今
ま
で
よ
り
も
河
川
の
こ
と
に
つ
い
て
興
味
を
持

っ

な
ど
小
学
生
の
興
味
も
色
々
で

、
今
回
の
講
座
に
よ

川
が
氾
濫
し
た
時
は
何
日
間
で
水
が
引
い
た
の
か
？

」

城
県
内
に
は
い
く
つ
河
川
が
あ
る
の
？

」
や

「
小
貝

ま
し
た

。

「
茨
城
県
で
一
番
短
い
川
は
？

」
や

「
茨

　
ま
た

、
小
学
生
た
ち
か
ら
は

、
様
々
な
質
問
が
出

飽
き
ず
に
参
加
で
き
た
と
思
い
ま
す

。

ら
え
る
よ
う
に
説
明
し
た
こ
と
で

、
小
学
生
た
ち
も

シ

ョ
ン
を
う
ま
く
利
用
し
て
視
覚
的
に
理
解
し
て
も

を
入
れ
た
こ
と
や

、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
ア
ニ
メ
ー

牛
久
沼
や
小
貝
川
な
ど
小
学
校
近
く
の
身
近
な
話
題

水
時
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
ま
し
た

。

関
す
る
基
本
的
な
説
明
や
河
川
整
備
の
必
要
性

、
洪

ら
き
の
か
わ

』
と
い
う
テ
ー

マ
に
沿

っ
て

、
河
川
に

ま
ず

「
土
木

」
に
関
す
る
仕
事
を
紹
介
し

、

『
い
ば

つ
い
て
紹
介
し
ま
す

。
対
象
は
四
年
生
百
七
名
で

、

立
馴
柴
小
学
校
で
行

っ
た

「
出
前
講
座

」
の
様
子
に

 
今
号
で
は
十
一
月
二
十
一
日

（
水

）
に
龍
ケ
崎
市

は
四
校
に
紹
介
し
て
い
ま
す

。

行

っ
て
い
ま
す

。
河
川
に
関
す
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て

　
今
年
は
十
三
校
に
出
張
し
て

、

「
出
前
講
座

」
を

す
る

「
出
前
講
座

」
を
行

っ
て
い
ま
す

。

に
か
け
て
小
学
校
を
訪
問
し

、
土
木
の
仕
事
を
紹
介

　
茨
城
県
土
木
部
で
は

、
毎
年
十
一
月
か
ら
十
二
月

◎
小
学
校
で
の
出
前
講
座
に
つ
い
て

【
イ
ベ
ン
ト
紹
介

】
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◎
大
小
志
崎
地
区
海
岸
・
青
塚
地
区
海
岸
の
堤
防
復
旧

（
鹿
嶋
市
大
小
志
崎
・
青
塚

）

　
　
　
　
　
　

【
復
旧
完
了
箇
所

】

位置図 

大小志崎海岸 浜津賀海岸 青塚海岸 

水路脇の擁壁・通路，法枠が
沈下及び破損したため元の高
さに復旧しています。 

沈下し破損した堤防及び天端
を元の高さに復旧しています。 

波返し 
不規則沈下及び破損 

天端保護 
沈下及び破損 

法枠・天端保護 
沈下及び破損 

止壁・ｺﾝｸﾘｰﾄ通路 
破損 

完成写真 

被災状況写真 


